
学校関係者評価

評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準 取組の状況 達成状況 学校関係者評価者による意見

〈企画会議の活用〉 【満足度指標】 課題の共通理解や検討・成果が
十分だったとする教員が

Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

〈学習環境の整備〉 【努力指標】 学習環境の整備に努めていると
した教員が

Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

〈危機管理〉 【成果指標】 危機管理体制が向上し訓練の質
的向上があると判断する教員が

Ａ：たいへんよい

Ｂ：よい

Ｃ：あまりよくない

Ｄ：よくない

〈エコスクール〉 【成果指標】 環境保護への取り組み意識を
持っていると判断する教員が

Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

〈教員の研修〉 【努力指標】 積極的に参加し、実践に生かし
ていると判断する教員が

Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

〈授業改善〉 【成果指標】 児童に学びの基礎・基本が育成され、
基礎学力がついたと判断する教員が

Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

〈家庭学習〉 【努力指標】 家庭学習が習慣化しているとす
る児童・保護者が

Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

〈児童生徒理解〉 【努力指標】 対象児童が行動面・学力面で向
上したと判断する教員が

Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

〈道徳教育〉 【努力指標】 愛校心の浸透がはかられたと判
断する教員・児童が

Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

〈読書活動〉 【努力指標】 読書量が増え学年相応の内容の本
を読む児童が増えたと判断する教
員が
Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

〈健康教育〉 【成果指標】 関係する諸調査の結果から、向
上していると判断できる項目が

Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

〈体力づくり〉 【成果指標】 体力テスト結果や授業・行事への
取り組み姿勢から、向上したと判
断する教員が

Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

〈地域と児童の関係〉 【成果指標】 挨拶やコミュニケーションが向
上したと判断する教員・児童が

Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

〈ふるさと教育〉 【満足度指標】 地域の人との関わりを通して地域
の良さを感じている教員・児童が

Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

〈学校の姿〉 【努力指標】 学校の必要な情報がよくわかる
と判断する保護者が

Ａ：80％以上

Ｂ：70％以上

Ｃ：60％以上

Ｄ：60%未満

道徳教育については校舎改築を
控えてこれを良い機会ととらえ
て「愛校心の育成」にも力を注
ぐことはたいへん良い。校舎が
なくなるまで大切に使って心に
しっかり収めておいてほしい。
読書活動に力を入れるには貸出
用PCが１台では不十分である。
読書を推進するためには２台が
不可欠である。ハード面が保障
されないと目的達成できない。
「家族読書」の実施による読書
推進を期待する。

＜児童生徒理解＞学習面・行動
面・対人関係において指導・支援
を要する児童についての校内委員
会を計画的に開催し、校内の支援
体制を確保するとともに共通理解
の場を持ち、申し送りの徹底を図
る。＜道徳教育＞校舎改築を良い
機会ととらえ「愛校心の育成」に
つながる取り組みを各部が行う。
＜読書活動＞図書ボランティアや
教員による読み聞かせを継続す
る。司書によるブックトークも行
う。「家族読書」週間を設けて家
庭と連携して読書推進を図る。貸
出用PCがもう１台必要である。

④

健
や
か
な
体
の
育
成

運動会に準備体操としてラジオ
体操を取り入れたことは良い。
きちんと指導されたラジオ体操
であった。コーディネーション
トレーニングの取り組みによっ
て、基礎的な体力向上（俊敏
性・バランス等）のみならず、
けがの発生も前年度の半数にと
どまっている調査結果を知り、
驚いた。約１年間の取り組みで
もこのような結果が出ているの
で継続すればまだまだ期待でき
ると思われる。コーディネー
ショントレーニングは７項目あ
ると聞いている。現在取り組ん
でいる項目以外も挑戦したらど
うか。

＜健康教育＞食育だよりを定期的
に発行してきたが、その活用の仕
方についても指導していく。児童
の校内外でのけがや事故について
職員が共通理解し再発防止につな
げる「けがに学ぶ」を継続する。
＜体力づくり＞ラダー以外のコー
ディネーショントレーニングにも
積極的に取り組む。休み時間に児
童自ら取り組めるコーナー（場）
を作る。講師を招聘して校内研修
の機会も設ける。

健康・安全・食育につ
いて、計画に則り指導
時間を確保し、統合
的・系統的な指導を
行って効果を上げる。

疾病やけがの減
少、むし歯予防
や治療の増進、
早寝早起き朝ご
はんの向上があ
る。

ルール・マナーを守っ
て図書館を積極的に利
用し図書ボランティア
の支援を受けて本に親
しみ、豊かな感性を育
む。

本に親しむ機会
が増え、学年相
当の内容の本を
読む児童が増え
る。

火災､不審者侵入を想
定した避難訓練を実
施した。適切な事前
指導がなされ、児童
の態度に良い変容が
見られる。職員の危
機管理への意識が向
上している。

来客の機会をとら
え、授業や活動の
中でゲストティー
チャーの方に対す
るあいさつやお礼
の言葉の指導を
行っている。児童
自ら進んでできる
よう指導を継続す
る。

A

ボランティアやゲスト
の方々と積極的なコ
ミュニケーションがで
き、感謝の気持ちを持
つ。

挨拶がしっかり
とでき、コミュ
ニケーションの
輪を広げられ
る。

全学年、体育の授
業にコーディネー
ショントレーニン
グ（ラダー）を取
り入れている。児
童が積極的に楽し
んで取り組む姿が
見られる。

A

コーディネーショント
レーニングを取り入れ
て基礎的な体力の向上
を図る。また、体育的
行事にも積極的に関わ
る。

体力テストの成
果が向上し、体
育的行事に積極
的に関わる。

課題のある児童や特別
支援を要する児童・外
国人児童について共通
理解する場が設けら
れ、向上策が立てられ
る。

A

算数科における
「考えるベースつ
くり」と「かかわ
る力を育てる」こ
とに力を入れてき
た。児童アンケー
トからも良い変容
が見られる。

毎月の学校便り発
行や地区懇談会・
学級懇談会等にお
いてわかりやすく
伝える工夫をして
いるが、保護者の
関心には差があ
る。

A

A

C

家庭と連携して指
導を行っている。
保護者は宿題の他
に自主的な学習も
してほしいと願っ
ている。学習の仕
方についてのアド
バイスを紙面で出
す。

①

組
織
的
な
学
校
運
営

各担当・各学年におい
て環境教育を実践し、
保全活動に取り組ん
で、環境保護の意識の
高揚を図る。

アルミ缶回収や
紙・電気の使い
方、ごみの分別
に積極的に取り
組む。

環境委員会の呼び
かけや電気・水道
使用状況の掲示に
より昨年度比べ使
用量が減少してい
る。アルミ缶回収
の取り組みを行っ
ている。

毎月の安全点検後
の改善の努力をし
ている。校舎老朽
化につき、改善の
状況には限りがあ
る。掲示物の工夫
や物品の整理整頓
を心がけている。

各部・各学年の取り組
みや状況が把握され、
課題が検討されて方針
が決まり、細部まで行
き届いた実践がなされ
ている。

整備や整理整頓
が確実になさ
れ、学習効果の
向上につなげて
いる。

管理体制の工
夫・向上、およ
び訓練の時間・
態度等の質的向
上がある。

校舎内外の学習環境や
物品の整理整頓につい
て各担当者が責任を持
ち、各学年・各部で工
夫して整備・管理す
る。

定期的な避難訓練で児
童の避難体制を向上さ
せ、また職員のみの訓
練や毎月の安全点検を
実施して意識の向上を
図る。

ふるさと教育（地域学習）は良
いし、大切だと思う。クラブ活
動以外にも取り組んだら良い。
児童には是非、現物や実物で学
んでほしい。保護者アンケート
の「子どもが学校へ行くのを楽
しみにしているか」の設問のポ
イントが高いのは保護者が学校
を信頼し安心して登校させてい
る証拠と思われる。

＜地域と児童の関係＞＜ふるさと
教育＞これまでに引き続き、地域
の方を教育活動に招いて地域の自
然や文化、産業等についての講師
となっていただく。＜学校の姿＞
保護者のアンケートに学校のホー
ムページを定期的に更新してほし
いと要望があったので副っていき
たい。

全職員が共通理解
する場を設けてい
る。向上策は学年
を中心とした関係
者による会で立て
担任ひとりが抱え
込まぬよう連携し
て実践している。

クラブ活動、総合
的な学習の時間等
の教育活動におい
て地域の方々の協
力を得ている。特
にクラブ活動は、
地域の良さを感じ
る絶好の機会と
なっている。

A

学級指導やお便り
等によるタイム
リーな啓発により
健康・安全に対す
る意識の高揚が見
られる。自転車の
交通事故が数件あ
り、指導の継続を
行う必要がある。

A

全体年間計画のも
と、校舎改築に関
する諸活動を通し
て、ひとり一人を
大切にし、互いを
思いやる心や学校
を大切にする心の
育成に取り組んで
いる。

A

図書ボランティア
のほか教職員によ
る読み聞かせをし
ている。児童の読
書経歴がわかる
「読書記録カー
ド」を導入し、取
り組んでいる。

A

学校長の説明から先生方が学校
運営に積極的に参画しようとす
る意識が高く、評価したい。今
後も組織的な学校運営を望む。
学校環境が万全ではない中で、
整備・管理により努力や工夫が
伺える。校舎改築が具体化して
いるが、まだ先なのでできる範
囲内で努力をお願いしたい。休
み時間の避難訓練は教師の直接
的な指導下ではないのでやはり
難しいと思う。児童の中のリー
ダーを育てておくことも良いの
ではないか。大きな声で周りの
友達に｢○○へ逃げろ」「放送
を静かに聞こう」など言える児
童を係として設けることも有効
ではないか。

＜企画会議の活用＞企画会議A（各
分掌主任又はチーフ）企画会議B
（学年主任）学年会を定期的に開
催し、それぞれの取り組みや進捗
状況の確認、情報交換をていねい
に行い、組織的な学校運営が円滑
に進められるようにする。特に企
画会議Bを昨年以上に充実させ、系
統的な指導を行う。＜学習環境の
整備＞毎月の各担当者による安全
点検を徹底し、危険・不備を認め
た箇所については即対応する。＜
危機管理＞２学期末に施設・設備
ならびに児童の行動等について全
教職員が気がかりな実態を洗い出
している一つひとつについて対応
していく。休み時間の避難訓練は
誘導はなくとも要所要所への指導
は配置や事前指導のあり方を検討
したい。＜エコスクール＞電気・
水・重油等については節約の意識
を継続していく。コピー・印刷に
ついては予算配当減もありかなり
厳しい現実となりそうである。全
員でエコ精神を高めていくしかな
い。

A

A

３年間、全校挙げて算数科の授
業改善に取り組んだことは、教
師の授業力向上と児童自ら学ぼ
うとする意欲向上につながっ
た。話し方・聞き方・話し合い
の仕方についての３段階の指導
により、児童自身が授業を創る
ことの重要性に気付かせること
ができた。話し合い指導を中心
に行った授業づくりについては
１冊の書籍にまとめ、公刊でき
ることは大いに評価する。（横
浜国立大学石田淳一教授より）
児童自身が授業を創るとはすば
らしいことである。是非、今後
も続けてほしい。新型インフル
エンザのため、学校公開が中止
となり、その授業を参観でき
ず、とても残念である。大学教
官との共同研究により、日々の
実践をまとめて発刊できること
は学校にとって財産であり誇り
である。

＜教員の研修＞校内研修を４、５
月にも実施して前年度までの指導
の継続を図る。教科指導と学級経
営についても有効な取り組みや工
夫を共有する。＜授業改善＞３年
間の算数科にしぼった実践を継続
し、さらに他教科・他領域へ広げ
る。＜家庭学習＞「家庭学習のや
くそく」を作成し、指導の時間を
取り、保護者の協力も得て「やく
そく」に則った取り組みをした。
児童・保護者に好評であった。来
年度も年間数回、このような週間
を設けたい。

A

積極的に研修会や
研究発表会などに
参加し、紙面報告
や校内研修会等で
伝達を行うことに
より、研修内容を
広げ、実践に生か
している。

積極的に参加
し、速やかな報
告をして実践に
役立てている。

自 己 評 価

B

【様式 ５】

平成２１年度 学校評価結果報告書

A

定期的に企画会議
A・B、学年会を開
催し、それぞれの
取り組みや進捗状
況を確認し計画的
に実践を行ってい
る。

小松市立第一小学校 校長 春木 俊一

次年度の方向（改善計画等）

各部・各学年の
課題が明確で、
共通理解と十分
な検討ができ、
成果がある。

②

確
か
な
学
力
の
育
成

少人数指導を核とした
授業改善に努め、関わ
りを中心とした学びの
基礎・基本の育成と基
礎学力の向上を図る。

愛校心を核とし
た取り組みを実
践し、児童の心
への浸透が図ら
れる。

教科・特活と連携して
あたたかい人間関係づ
くりのもと、愛校心を
核とした実践を各学
年・各部で工夫して取
り組み、その高揚を図
る。

該当児童の行動
面や学力面で向
上の見られる児
童が増える。

学びの基礎・基
本をもとに基礎
学力が向上して
いる。

家庭学習への取
り組みが習慣化
し、意欲や成果
につながってい
る。

計画的に、かつきめ細
かに課題を与えて点検
を行い、学力の定着を
図る。

外部研修および研究発
表会に積極的に参加
し、速やかな報告と還
元に努める。

③

豊
か
な
心
の
育
成

⑤

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

地域の自然や文
化を理解し、郷
土の良さを感じ
ている。

学校便りの発行
や懇談会・各種
会合の中で情報
を積極的に発信
する。

地域の先生を活用し
て、地域の自然や文化
を意識した「ふるさと
教育」に積極的に取り
組んで郷土愛を育む。

学校の教育方針や取り
組みを地域や保護者へ
知らせる工夫をする。


